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1. はじめに 
九州地区の大学生協では，2014年よりCIEC九州支

部と大学生協九州事業連合のコラボレーションプロジ

ェクトである情報生活サポート研究会のサポートのも

と，共通のカリキュラムを作成し，ＰＣ講座の改善改

良を重ねている。   

2017年度からは，大学生活で必要なＰＣスキルに関

する知識を問う多肢選択式の問題30問，Wordおよび

Excelの実技問題8問，タイピング1問のテストを，受

講開始時（事前テスト）と終了時（事後テスト）に実

施した。開始時のテストは，受講前の受講者のＰＣス

キルのレベルを把握して，講座内容（コンテンツ）の

取捨選択に活かすことを目的とし，終了後のテストは，

受講者がＰＣ講座における獲得目標を達成できたかど

うかを測定することを目的としている。 

加えて 2018 年度は，それまで全11 回としてきたカ

リキュラムを，学ばせたいスキルごとにモジュール化

し，利用する大学で自由に組み合わせてそれぞれの大

学に合った独自のカリキュラムを作成できることを目

指した。また，講座後の学習のための教材として日経

パソコン Edu（日経 BP 社）を採用した。本発表では

これらの取組について報告する。 

 

2. 事前／事後テスト 
2.1 背景 
ＰＣ講座では，成果を測る指標として，受講者の講

座への出席率と最終アンケートを用いてきた。しかし

ながら，この 2 つの指標だけでは，ＰＣ講座を通して

ＰＣスキルを受講者が獲得したかどうかは測定できて

いなかった。 

一方で共通カリキュラムを導入している会員生協の

一部では，初回に受講者にテストを実施し，受講者自

身に現在のレベルを認識させ講座受講のモチベーショ

ン向上に成功していた。 

そこで2017年度の共通カリキュラムでは，講座開始

時と終了時に同じ問題の事前/事後テストを実施して，

受講者の学ぶモチベーションの向上を図るとともに，

講座の成果を測ることとした。 
 

2.2 テストの概要 
テストの概要は以下のとおりである。 

・ 多肢選択式問題30 問とWord と Excel の実技問

題8問，タイピング1問の合計39問 

・ 多肢選択式問題は，大学生活に必要なＰＣ知識

を問う問題10問と，WordおよびExcelの操作に

必要な知識を問う問題を10問ずつの構成 

・ 多肢選択式問題9分，実技問題11分，タイピン

グ5分の合計25分間の構成 

・ タイピング100点，多肢選択式問題60点，実技

問題40点の合計200点を満点とする 

・ 問題はP検3級レベルとし，1問ごとにP検3級

スキルマップの項目を問うこととした。 

実施した会員では，正答率を集計した。 

図 1：問題例（多肢選択問題） 
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2.3 評価 
事前／事後テストの実施により，受講者の講座開

始と終了それぞれ時点でのＰＣスキルが明確になっ

た。事前／事後テストそれぞれの正答率には表１の

通り，項目毎のばらつきがあった。 

事前テストの正解率からは，受講者にとって未知

であり講座で学ぶべきスキルと，受講者が既知のた

め講座で扱う必要がない（または簡単な説明で十分

な）スキルが区別され，その年度の講座での時間配

分や，次年度以降の講座内容の取捨選択等の検討材

料が得られた。 

また，事前テストと事後テストの間の正答率の差が

ＰＣ講座での学習成果と言えるが，事後テストの正

答率が低く成果として十分とは言えない項目も散見

された。これらの項目については，説明や演習内容

に改善の余地があると考えられる。 

表1 2017年度事前／事後テスト結果（例） 

項目 事前テスト 

正答率 

事後テスト 

正答率 

例１．基本的なショ

ートカットキーを

知っている 

23.1％ 68.6％ 

例２．電子メールの

宛先を目的により

使い分けることが

できる 

50.8％ 82.8％ 

例３．著作権を侵害

しないための注意

事項を遵守できる 

92.0％ 92.6％ 

例４．脚注を挿入で

きる 
80.7％ 89.9％ 

例５．段落番号の設

定ができる 
89.6％ 98.2％ 

例６．絶対参照を使

用した計算式の作

成ができる 

26.6％ 76.0％ 

例７．VLOOKUP

関数や HLOOKUP

関数が使用できる 

54.6％ 72.1％ 

 
3. モジュール化 
3.1 背景 
2014 年から取り組んできたＰＣ講座の共通カリキュ

ラムは，複数の大学で同じカリキュラムを制作，実施

することで，講座制作の効率と精度の向上，運営の標

準化など一定の成果があった一方で，カリキュラムが

実施大学の学生の実態に合っていない，その大学では

使用しないＰＣスキルも学習するなどの弊害もあった。

受講者が必要とするスキルとカリキュラムが一致して

いない大学では，共通カリキュラム制作後に改めて自

分の大学に合わせてカリキュラムを作り直すこととな

り，コスト増につながっていた。 

そこで 2018 年の共通カリキュラムでは，全 11 回の

カリキュラムをスキルごとに分割し，学ぶスキルごと

講座のモジュールを作成した。 

3.2 モジュールの内容と開発プロセス 
開発にあたっては，これまでの共通カリキュラムを，

受講者が学ぶＰＣスキルごとに分割し，講座進行のた

めのPowerPointスライド，このモジュールを組み込む

ことで得られるＰＣスキルと学習方法を示したコンセ

プトシートを作成した。 

また，共通カリキュラムではある項目を学習する際

にはその前提となるスキルを習得しているといった系

列化ができていたが，モジュール化によってそれが崩

れる恐れがあったため，当該モジュールを学習するた

めの前提スキルをコンセプトシートに記載することと

した。 
 

3.3 結果 
モジュール化する前の共通カリキュラムでは，多く

の大学において使用される最大公約数的なＰＣスキル

しかカリキュラムで取り扱えなかったが，モジュール

化に際して共通カリキュラムで取り扱ってこなかった

スキルのモジュールも制作することができ，学習可能

なＰＣスキルの幅が拡がった。 

また当初の狙い通り，各実施大学において，自大学

の授業の進行や必要とするスキルに合わせてカリキュ

ラムを編成することができた。例えば17年度の共通カ

リキュラムでは「ＰＣ知識」の回を2回としていたが，

大学によっては 1 回に減らして別のアプリケーション

の回を増増やす，知識をインプットするだけの時間を

減らし受講者自身がＰＣを操作して演習を行う，など

のカスタマイズが見られた。 

一方で，前項で報告した事前／事後テストについて，

自大学の講座ではモジュールとして選択しなかったス

キルが，テストでは問われるといった問題が発生した。 

事前／事後テストで取り上げているスキルの必要性の

精査と，それに応じた一定程度の共通性，また会員ご

とのモジュールの需要と供給のバランスが課題である。 

 

4. 日経パソコンEduの採用 
2018年度の共通カリキュラムでは日経BP社の日経パ

ソコン Edu の採用を必須とした。時間の制約で講座の

中で取り扱えないスキルは日経パソコン Edu の記事で

自己学習するよう誘導した。さらに，事前／事後テス

トの解答解説の中に，参考になる日経パソコン Edu 記

事のリンクを掲載し，テストの正答を得るだけでなく，

関連する知識も発展的に学習できるようにした。 

 

5. おわりに 
本稿では2018年度ＰＣ講座に向けて行った，事前／

事後テスト，モジュール化の対応，日経パソコン Edu

の採用について報告した。本稿執筆時点では多くの生

協がＰＣ講座を実施中であり，それぞれの評価などに

ついては各講座終了後に行う予定である。 
 

参考文献 
(1)北村，板倉他：“大学生協九州事業連合２０１７年度ＰＣ講

座の改善理系・Mac 対応と電子書籍化‐”，2017 PC Conference

全国大会発表論文集，pp.365-368（2017）． 

2018 PC Conference

-115-


	pcc051
	pcc105
	pcc052
	pcc044
	pcc046
	pcc061
	pcc092
	pcc117
	1. はじめに  －　例題プログラムからの学習
	2. 確認知識の切り替え
	3. プログラムの理解方略
	4. おわりに
	参考文献

	pcc101
	pcc034
	pcc036
	pcc040
	pcc037
	pcc039
	pcc063
	pcc062
	pcc107
	pcc065
	pcc041
	pcc076
	pcc074
	pcc099
	pcc043
	pcc035
	pcc115
	pcc048
	pcc050
	pcc003
	pcc110
	pcc070
	pcc094
	pcc080


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




